
【案】

【問１】あなたの年齢について、該当するものを下記から1つ選択してください。 問１回答

①20歳未満　　②20歳代　　③30歳代　　④40歳代　　⑤50歳代　　⑥60歳代　　⑦70歳以上

【問２】あなたのお住まいの地区について、該当するものを下記から1つ選択してください。 問２回答

①三田地区　　②三輪南地区(八景中学校区)　　③三輪北地区(上野台中学校区)　　④広野地区　

⑤小野・母子地区　　⑥高平地区　　⑦藍地区　　⑧本庄地区　　⑨フラワータウン地区　　

⑩ウッディタウン地区　　⑪カルチャータウン地区　　⑫市外　

【問３】あなたの職業(立場)について、該当するものを下記から1つ選択してください。 問３回答

①会社員・公務員・団体職員　　②パート・アルバイト　　③家事専業　　　

④自営業(農林水産業含む)　　⑤学生・高校生　　⑥その他　

問４回答

①言葉も症状も知っている　　②言葉は知っているが、症状は知らない　　③言葉も症状も知らない　

【問５】あなたは認知症に関心がありますか。該当するものを下記から1つ選択してください。 問５回答

①とても関心がある　　②まあまあ関心がある　　　 ③あまり関心がない　　④全く関心がない

　※③、④と回答の方は【問８】にお進みください。

【問４】認知症という言葉やその症状についてご存じですか。該当するものを下記から1つ選
　　　択してください。

認知症に関する意識についてのアンケート

◆ご協力のお願い

日ごろは、三田市の福祉施策にご理解・ご協力いただきありがとうございます。

三田市では、令和3年度より、第８期三田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画(令和３～５年度)に基づく

取り組みがスタートしますが、特に、認知症施策については重点施策の一つとし、充実・強化を図ることとしてい

ます。ご回答いただいた内容は、施策推進への活用を目的としており、回答者が特定されたり、内容が漏れたり、

目的外に使用することはございません。

お忙しいところ誠に恐縮ですが、趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願いいたします。

※裏面に続きます。



問６回答

①テレビやラジオの番組やＣＭ　　②新聞記事や折り込みチラシ　　③本や雑誌　　④SNS　　

⑤インターネット記事やホームページ　　⑥講演会や講座の受講　　⑦家族や知人の話

⑧医療機関や専門機関へ問い合わせや相談　　

⑨その他(　内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

問７回答

①原因や症状、治療について　　②発病を遅らせたり、重症化を予防する方法について　　

③受診できる医療機関や受診の方法について　　④認知症の人への接し方や介助の方法について　　

⑤利用できるサービスや制度について　　⑥相談窓口について　　

⑦生活支援ボランティアや認知症カフェ等見守り・交流等の地域活動について

⑧交通機関や商業施設、民間事業所窓口等での認知症への理解や対応について

⑨その他(　内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

問８回答

①接したことがある　　②接したことが少しある　　③接したことはない

問９回答

①よく話す　　②話すことがある　　③めったに話さない　　④話したことはない

問10回答

⑤認知症になると、症状が進行してゆき、何もできなくなってしまう

【問６】問５で①又は②と回答された方にお聞きします。普段どのような手段で認知症の情報
　　　を得ていますか。該当するものを下記から選択してください。(３つ以内)

【問７】問５で①又は②と回答された方にお聞きします。認知症のどんなことに関心がありま
　　　すか。該当するものを下記から選択してください。(３つ以内)

【問８】あなたは今までに認知症の人と接したことがありますか。該当するものを下記から1
　　　つ選択してください。

【問９】あなたは認知症について、家族や友人、職場などで話をする機会がありますか。該当
　　　するものを下記から1つ選択してください。

【問10】あなたは認知症に対してどのようなイメージを持っていますか。該当するものを下記
　　　から1つ選択してください。

①認知症になっても、できないことを自ら工夫して補いながら、今まで暮らしてきた地域で、今ま
でどおり自立的に生活できる

②認知症になっても、医療・介護などのサポートを利用しながら、今まで暮らしてきた地域で生活
していける

③認知症になると、身の回りのことができなくなり、介護施設に入ってサポートを利用することが
必要になる

④認知症になると、周りの人に迷惑をかけてしまうので、今まで暮らしてきた地域で生活すること
が難しくなる



問11回答

①住民全体が認知症への正しい知識と理解を深めること　　

②認知症のことを相談できる窓口・体制の充実

③できるだけ早い段階から、医療・介護などのサポートを利用できるしくみ　

④認知症の人や家族に役立つ制度やサービス等の情報提供

⑤道に迷うことなどによる事故・事件の発生防止や、不測の事態への備えに対する支援　　

⑥認知症の人を地域で見守る体制づくり

⑦認知症の人が安心して参加できる身近な活動や通いの場

⑧緊急時に、家族に代わって介護できる人や施設の確保

⑨介護者同士が気軽に交流や情報交換できる機会や場所

⑩認知症の人や介護者が仕事を続けるための支援

⑪特になし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

⑫その他(　内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

問12回答

①認知症について正しい知識や理解を持つ　　②孤立しないよう、あいさつや声かけを心がける　　

③日常生活の中で、見守りや安否確認をする　　④話し相手や相談相手になる　

⑤ちょっとした買い物やゴミ出しの手助け　　⑥通院の送迎や外出の付き添い　　

⑦緊急時に、相談窓口や緊急連絡先に連絡する　　 ⑧地域の集まりや活動の参加に、配慮したり手助けをする

⑨職場の同僚としてや仕事上で接する時に配慮したり、手助けをする

⑩道に迷ったり、困っているところを見かけたら、声かけや警察等への連絡をする

⑪行方不明のメール配信があった時、できる範囲で捜索に協力する

⑫その他(　内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

⑬手助けすることは難しい 　※⑬と回答の方のみ、次の【問13】にお進みください。

　※①～⑫と回答の方は、【問14】にお進みください。

問13回答

①認知症についてよく知らないため、対応する自信がない　　②日常が忙しく、時間や余裕がない　

③認知症の人が身近にいないため、機会がない　　

④その他(　内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

【問11】認知症になっても暮らしやすい社会になるために、あなたが必要と思うことは何です
　　　か。該当するものを下記から選択してください。(３つ以内)

【問12】認知症の人や家族が暮らしやすい社会を築くために、あなたができると思うことは何
　　　ですか。該当するものを下記から選択してください。(３つ以内)

【問13】問12で⑬と回答された方にお聞きします。難しいと思う理由は何ですか。該当するも
　　　のを下記から1つ選択してください。

※裏面に続きます。



問14回答

①認知症相談センター(地域包括支援センター又は高齢者支援センター)　　②かかりつけ医　

③もの忘れ外来等のある専門の医療機関　　④市役所の高齢者福祉や介護保険の担当部署　　

⑤兵庫県認知症・高齢者相談(電話相談)　　⑥ひょうご若年性認知症支援センター　　

⑦その他(　内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

問15回答

①知っており、受信登録している　　

②知らなかったが、「さんだ防災・防犯メール」に登録しているため受信する　　

③知っているが登録していない　　④知らなかったし、登録もしていない　

⑤メールを使わないため、登録できない　　

問16回答

①受講したことがある　　②受講する予定がある　　③知っており、機会があれば受講したい　

④知っているが、受講希望はない　　⑤知らなかったし、受講希望もない　

【問15】三田市では、認知症等による行方不明が発生したとき、事前に受信登録している人に
　　　情報をメール配信し、目撃情報等の提供にご協力いただく「三田市高齢者等SOSネット
　　　ワーク」を実施していますが、あなたはご存じでしたか。該当するものを下記から1つ
　　　選択してください。

【問16】三田市では、認知症を正しく理解し、認知症の人やその家族を見守る応援者(何か特
　　　別なことをするのではなく、自分のできる範囲でちょっとした手助けをする人)を増や
　　　すため、「認知症サポーター養成講座」を実施していますが、あなたはご存じでした
　　　か。該当するものを下記から1つ選択してください。

【問14】あなたが認知症に関する相談先として知っているものについて、下記から選択してく
　　　ださい。(３つ以内)

ご協力ありがとうございました。

ご記入に漏れがないか、今一度お確かめください。

また、ご記入いただいたアンケート用紙については、同封の返信用封筒(切手不要)をご

利用のうえ、令和３年 月 日( )までに、投函いただきますようよろしくお願い

いたします。


